
《15》 広報によど川 7月号

　
悪
質
業
者
は
色
々
な
話
題

（
お
金
・
健
康
な
ど
）
を
言
葉
巧

み
に
操
り
、
人
々
の
不
安
を
あ
お

り
、
心
に
つ
け
こ
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
も
、私
た
ち
は
手
口
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
あ
り
ま

す
が
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お

き
ま
す
。

　家
庭
訪
問
販
売

　
業
者
が
突
然
や
っ
て
来
て
、

商
品
な
ど
を
無
理
矢
理
契
約
さ

せ
る
も
の
で
す
。

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム

 
 

突
然
家
に
来
て
「
こ
の
家
は

危
な
い
！
」
な
ど
と
話
し
か

け
、
屋
根
や
床
な
ど
、
次
々
と

高
額
な
費
用
で
工
事
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

点
検
商
法

  

「
無
料
で
点
検
す
る
」「
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
正
規
の

点
検
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る

舞
い
、
最
終
的
に
は
高
額
な
商

品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。 

　
悪
質
商
法
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
こ
と

が
多
い
で
す
。

　
相
手
は
「
プ
ロ
」
で
す
。
甘

い
言
葉
に
は
絶
対
に
の
ら
な
い

こ
と
も
大
事
で
す
。
断
る
時

は
、
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。

 
 

一
時
世
間
を
騒
が
せ
た
「
振

り
込
め
詐
欺
」
に
も
引
き
続
き

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
吾
北
地
区
地
域
安
全
協
会
事

務
局
（
佐
川
警
察
署
　
刑
事
生

活
安
全
課
内
）

☎
２
２
・
０
５
６
０

熱中症にご用心！
　この時期は、熱中症が起きやすく注意が必要に

なってきます。もし、暑さの中で少しでも体調不

良を感じたら無理をしないようにしましょう。ま

た、小まめに水分を取るようにしましょう。

※家の中でも熱中症になることもあるので注意し

てください。

　熱中症は、身体の内外の熱さによって引き起こ

される身体の不調を総称して呼ぶもので、日射

病、熱痙攣、熱疲労、熱射病がその中に含まれま

す。

日射病　夏の暑い日差しを浴びて歩き回ったとき

に、体がオーバーヒートして起こります。体温の

上昇、多量の発汗、目まいや、吐き気などの症状

がでます。症状がひどいときは意識を消失したり

することがあります。

熱射病　高温多湿の下で長時間歩いたり作業をし

た時に、大量の汗をかき、体内の塩分や水分が著

しく不足して起こります。体温の調節が効かなく

なってしまう状態で、顔が紅潮し、皮膚は乾燥し

た感じになります。 体温が40℃以上に上昇し、

脈は弱くて早いなどの症状がでます。重症の場合

には死亡することがあります。

応急手当

★衣服をゆるめて楽にさせる

★風通しの良い日陰や冷房の効いた所に移動させ

る

★冷たい水で冷やしたタオルやアイスノンなどを

脇の下や足の付け根（ソケイ部）に置き体を冷

やす

★スポーツドリンクや薄い塩水などを飲ませ、水

分の補給をさせる　※意識障害がある場合に

は、飲ませない

　最近、車の中で幼い子どもが熱中症で死亡する

痛ましい事故がよく聞かれますが、絶対に子ども

だけをクルマの中に残さないでください。

「みんなで守ろう救急の力、救急車の適正利用にご協力をお願いします。」

救急（病院紹介）の問い合わせ

高吾北消防署　☎２６－２１１１　仁淀川分署　☎３５－００１７

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
を
〈
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ
ス
〉



広報によど川 7月号 《16》

仁淀川町行事カレンダー（7月・8月）

☆犬と猫の引き取り日は、午前１０時までに最寄りの庁舎に連れてきてください。

……… ………



文
　芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

《17》 広報によど川 7月号

仁
淀
俳
壇

松
岡
　
豊
子

炊
い
て
一
人
食
べ
て
も
ひ
と
り
豆

の
飯

植
田
　
秋
恵

初
夏
と
な
る
気
ま
ゝ
暮
し
も
又
淋
し

市
川
　
千
秋

万
緑
や
ひ
と
り
で
旅
が
で
き
る
子
に

古
味
　
幸
子

忍
冬
匂
ひ
放
ち
て
色
を
変
ふ

川
上
　
純
子

峰
を
越
す
雲
ゆ
る
や
か
に
夏
に
入

る

川
内
登
美
子

朝
夕
の
散
歩
も
日
課
夏
は
来
ぬ

西
森
　
今
子

新
茶
の
荷
一
と
言
添
え
て
子
に
送

る

田
村
　
千
草

人
住
ま
ぬ
庭
明
る
う
す
柿
若
葉

田
村
　
大
陸

じ
ゃ
が
い
も
の
花
二
た
色
や
畝
変

へ
て

吉
田
豊
之
祐

卯
の
花
や
配
達
の
道
狭
け
れ
ど

藪
柑
子
句
会

荒
木
　
青
踏

夏
空
や
妻
の
ま
じ
ろ
ぎ
読
み
き
れ

ず

高
橋
　
房
子

メ
ー
デ
ー
や
机
の
位
置
の
定
ま
ら

ず

上
岡
　
利
寿

母
の
日
の
嫁
の
そ
え
文
あ
た
た
か

し

片
岡
代
美
子

独
り
居
の
山
と
向
き
合
う
卯
月
か

な

小
崎
　
千
恵

山
門
の
べ
そ
か
く
餓
鬼
や
若
葉
風

高
橋
　
幸
恵

放
牧
の
牛
跳
ね
る
さ
ま
夏
初
め

井
上
　
美
智

鳥
形
山
や
独
活
の
か
ほ
り
を
登
り

ゆ
く

尾
崎
マ
チ
エ

吟
行
や
座
布
団
提
げ
て
青
き
踏
む

藤
原
　
竹
子

愛
犬
も
連
れ
て
遍
路
の
旅
に
出
る

掛
水
　
妙
子

リ
ハ
ビ
リ
に
友
は
励
み
ぬ
若
葉
風

結
城
　
華
子

サ
ボ
テ
ン
の
淡
き
ピ
ン
ク
や
母
の

日
に

岡
林
　
鶴
子

吊
り
橋
を
途
中
で
戻
る
山
つ
つ
じ

片
岡
　
徳
三

初
節
句
祝
い
唄
に
も
児
は
眠
る

河
渕
喜
代
美

ハ
イ
ヒ
ー
ル
薄
暑
の
町
を
真
直
ぐ
に

投
稿

俳
句

鎌
倉
　
信
夫

公
園
地
植
け
る
櫻
や
花
一
輪

橋
本
百
合
子

茎
立
ち
や
婆
の
菜
園
追
肥
待
つ

尾
﨑
　
幸
野

朴
の
芽
の
日
々
太
り
ゆ
く
園
の
昼

短
歌

野
口
野
撫
子

二
重
窓
赤
き
煉
瓦
に
蔦
繁
る
望
郷

の
生
家
今
も
あ
り
し
か

す
い
か
ず
ら

が
　
き

と

り

が

た

う
　
ど

ぶ
み

つ
た
し
げ

広 告




